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3 月 17 日投開票の松本市長選挙は、

私たちの願い実現の絶好のチャンスです。
立候補予定者に社会保障にかかわる政策アンケート実施

ひしやま晋一氏、臥雲義尚氏から回答がありました。
◎３月 10 日告示、17 日投開票で松本市長選挙が

行われます。市長選挙への関心を高め、私たちの社

会保障制度への願いを一つでも実現させ、前進させ

ていくために、立候補予定者に「社会保障にかかわ

る政策アンケートに取り組みました。

回答締め切り日まで回答があったのは「ひしやま

晋一氏」だけでしたがその後数日遅れで、「臥雲義

尚氏」からも回答がありました。残念ながら、赤羽

俊太郎氏、上條邦樹氏からは回答がありませんでし

た。質問項目順にひしやま氏、臥雲氏の回答を掲載

しました。(裏面を参照してください)

子どもの医療費

完全無料化の実現を
子どもの医療費完全無料化は私たちが長年掲げて

きた願いです。各候補ともに、子どもの医療費完全

無料化、500 円の自己負担金の解消を政策に掲げて

います。伊那市長選でも、子どもの医療費完全無料

化が選挙争点の一つになり、それを契機に上伊那地

域全体で子どもの医療費完全無料が実現しました。

今回は松本市が実現し、安曇野市、塩尻市、中信地

域全体に広げていきたいと思います。長野県が子ど

もの医療費小学3年から中学3年まで助成の対象を

4月から拡大することも財政的に大きな支援となっ

ていて実施するチャンスになります。

障がい者の医療費

完全無料化の実現も
併せて、障がい者の医療費の窓口無料化も実現し

たい願いです。松本市は一時、私たちの運動で障が

い者の医療費窓口で無料になっていました。協立病

院にかかる患者さんにも大変助かったと好評でし

た。今回、ひしやま氏が障がい者医療費完全無料化

を表明しています。

切実な介護問題、介護保険

制度の改善も争点に
介護保険料の引き下げでは、他市よりも高いので

引き下げをすると回答しています。利用料の軽減で

はひしやま氏が拡充したいと表明しています。国の

進めるケアプランの有料化には、ひしやま氏は反対、

臥雲氏は慎重な姿勢。介護度 1、2 の方の介護保険

外しに対してはともに反

対の意思を表明していま

す。

生活困窮者支援の取り組みに

ついて評価の声が
この間取り組まれているきずな村、反貧困セフテ

ィーネットの取り組みについては、評価の声が寄せ

られています。引き続き松本市としての支援を望む

ものです。

加齢性難聴者への補聴器購入

助成制度の導入
ひしやま氏 早期導入に賛成を表明

現行の保険証の廃止に対する見解
ひしやま氏 当面存続させるべきと表明

ぜひ各団体・個人でも松本市長選挙

に関心を高めていきましょう。




